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緒言

　保育者（幼稚園教諭と保育士）は、専門的技術と知識を持って、子どもの保育及び保護者に
対する保育の指導を行う職業である。保育者は、子どもの目線に合わせるようにしゃがむ、子
どもを抱きかかえる、子どもと一緒になって園庭を走るなど、他の職業に比べて運動量や身体
的負担が多い職業と言える。そのため、職業に関連した運動器障害を発症する可能性は高い。
　厚生労働省の調べによると、平成17年から平成21年の間に労働災害によって年間４日以上の
休業を余儀なくされた者の割合は、全産業では減少の傾向にあるものの、保育施設を含む社会
福祉施設では年間増加している傾向にあることが報告されている１）。運動器とは、骨、関節、
筋肉、腱、神経など、からだを支えたり動かしたりする器官の総称である。保育者の職業によ
る運動器障害は、感染症、職業上の事故、ストレスとともに最も多い保育士の健康問題として
報告されている２）。保育者の100人に１人以上が運動器障害により休業を余儀なくされている
という報告もある３）。このような現状から、保育者の障害予防対策の必要性が高まっている。
　前記の報告では、労働災害を負った者の50％以上が29歳以下の若手保育者であることが報告
されている１）。若手保育者への運動器障害予防教育はもちろんのこと、今後は保育士・幼稚園
教諭養成過程などでも、運動器障害予防教育を行うことがこの分野での労働災害の減少につな
がると考えられる。
　筆者は、保育者に多い運動器障害及び障害部位、原因を明らかにし、今後、若手保育士に対
して障害予防教育を行うことを目指している。本研究はその目的への一環として、保育士・幼
稚園教諭養成過程の学生が実習において経験した運動器障害とその原因を明らかにすることを
目的とした。

方法

１．調査対象
　４年制大学の保育士・幼稚園教諭養成課程の女子学生第２学年を対象に、質問紙調査を行っ
た。
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２．調査時期
　調査実施は、平成26年７月に対象学生が第１回目の実習（２週間の幼稚園実習）を終えた翌
週に行った。

３．調査方法及び分析方法
　工藤らの調査用紙４）及び厚生労働省「腰痛健康診断問診票」５）を元に筆者が作成した質問
紙を使用した。質問紙は無記名とし自記式にて回答を得た。質問紙は、保育活動における身体
的トラブルに関するアンケートとして、実習中にあった怪我・身体の不調などをすべて記入さ
せた。質問項目は、対象の属性（対象者の年齢、主な担当クラスの子どもの年齢、担当クラス
の人数、実習のうち子どもに直接関わる時間、実習のうち子どもに直接関わらない時間とその
作業内容）、保育活動における身体的トラブル（保育活動における身体的トラブルの有無、部位、

図１　質問紙
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身体的トラブルのきっかけと考えられる動作要因、新規の症状である場合は考えられる原因、）、
体力・障害予防に関するニーズ（体力を高める必要が有ると思うか、保育活動において負担の
少ない身体の使い方を知りたいと思うか、またどのような動作を知りたいと思うか、保育者の
保育活動によっておきるケガの予防を知りたいと思うか、どのようなことを知りたいと思うか、
仕事をする上で起こりうるケガや体の痛みの対処を知りたいと思うか、またどのようなことを
知りたいか）を調査した。質問紙の回答方法は、対象者の属性、保育活動における運動器障害
に関しては選択式、保育者に必要と考える体力・障害予防に関するニーズに関しては選択式と
自由記述式にて回答を収集した。
　回答された身体的トラブルのうち、筆者が運動器障害と判断したもののみを分析対象とした。
それぞれの結果から、平均値と標準偏差を求めた。また、運動器障害の「有り」「無し」にお
いてｔ検定を行いｐ＜.05とした。

４．倫理的配慮
　本研究の調査に先立ち、口頭及び文章で研究目的・方法・意義・守秘義務・個人情報の取り
扱いに関して説明を行った。本研究で得られたデータを入力する際には、個人が特定できない
方法を取る事、情報の扱いに関しても鍵が施錠できる場所で保管するなど十分に配慮を行う事、
対象者には回答は任意である事、またいつ中断しても構わないことを説明し、同意を得た。ま
た、本研究は名古屋女子大学「ヒトを対象とする研究に関する委員会」の承認を得ている。

結果

１．対象者の属性
　対象者は、62名であった。対象者の年齢は、平均19.4±0.5歳であった。実習での担当クラス
の年齢は、平均4.0±0.8歳であった。また担
当クラスの人数は、平均24.6±7.0人であっ
た。実習時間のうち子どもに直接関わる時
間は、平均6.1±1.0時間、実習時間のうち直
接子どもに関わらない時間は、平均2.7±1.0
時間で、内容としては、「書類（記録、指導案）
作成」「掃除」「作製」であった。

２．運動器障害
１）運動器障害の有無（ｎ＝62）
　保育における運動器障害が「有り」と回答した者は51名（82.3％）、「無し」と回答した者は
11名（17.7％）であった。

２）運動器障害の部位（複数回答あり　ｎ＝51）
　保育における運動器障害が有りと回答した51名の中で、運動器障害の発症部位は多い順に、
第一位「腰部」23名（15.4％）、第二位「肩」19名（12.8％）、第三位「膝」13名（8.8％）、第
４位「背部」及び「足部」12名（8.1％）、第６位「首」及び「下腿」９名（6.1％）であった。

表１　対象者の属性
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本研究の対象者全体（62名）に対する各部位の運動器障害を回答した者は、「腰部」に関して
は37.1％、「肩」に関しては30.1％、「膝」に関しては20.1％であった。

３）運動器障害の保育活動における動作要因（複数回答あり　ｎ＝51）
　保育における運動器障害が有りと回答した者の中で、運動器障害の保育活動における動作要
因は多い順に、第一位「立つ・座るの繰り返し」19名（16.2％）、第二位「中腰」13名（11.1％）、
第三位「だっこ」12名（10.3％）、第四位「子どもと遊ぶ」11名（9.4％）、第五位「子どもに乗
られた」「前かがみ」「長時間の立ち仕事」10名（8.6％）であった。

４）保育活動における運動器障害の新規、既往（ｎ＝62名）
保育における運動器障害が有りと回答した者のうち、その症状を「初めて経験した」と回答し
た者は27名（43.5％）、「以前に経験したことがある」と回答した者は18名（29.0％）であった。
無回答が17名（27.5％）であった。

５）保育活動によって新たに発症した運動器傷害の原因（複数回答　ｎ＝27）
　保育活動によって初めてその運動器障害の症状を経験したと回答した者（27名）のうち、考
えられる原因として多かった回答は、第一位「不慣れな動作」13名（27.1％）、第二位「姿勢」
10名（20.8％）、第三位「運動不足・体力の低下」９名（18.7％）、第四位「寝不足」及び「ス
トレス」８名（16.7％）であった。

表２　運動器障害の部位
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３．属性と運動器障害の関係
１）受け持ちクラスの年齢と運動器障害の関係
　保育における運動器障害が「有り」（ｎ＝51）と「無し」（ｎ＝11）の対象者の受け持ちクラ
スの年齢を比較したところ、「有り」では平均4.0±0.8歳、「無し」では3.9±0.8歳であった。両
者を比較したところの有意な差は見られなかった（ｐ=0.6537）。

２）受け持ちクラスの人数と運動器障害の関係
　保育における運動器障害が「有り」（ｎ＝51）と「無し」（ｎ＝11）の対象者の受け持ちクラ
スの人数を比較したところ、「有り」では平均25.1±5.5人、「無し」では平均22.2±7.2人であった。
両者を比較したところの有意な差は見られなかった（ｐ=0.1725）。

３）１日の実習時間と運動器障害の関係
　保育における運動器障害が「有り」（ｎ＝51）と「無し」（ｎ＝11）の対象者の、１日の実習

表３　動作要因 表４　新規の運動器障害の原因

図２　１日の実習時間と運動器障害の関係
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時間を比較したところ「有り」では平均8.7±1.0時間、「無し」では平均9.1±0.6時間であった。
両者を比較したところの有意な差が見られなかった（ｐ＝0.1594）。
　また、１日の実習のうち子どもに直接関わる時間を比較したところ「有り」が有意に長かっ
た（「有り」；平均6.3±0.8時間、「無し」；平均5.5±0.9時間、ｐ＜.05）。１日の実習のうち子ど
もに直接関わらない時間を比較したところ、「有り」が有意に短かった（「有り」；平均2.5±0.8
時間、「無し」；平均3.6±1.0時間、ｐ＜.05）。

４．体力・障害予防に関する希望
１）体力向上のニーズ（ｎ＝62名）
　「保育活動のために体力を高める必要があると感じるか」という質問に対しては、62名（100％）
が「必要」と回答した。どのような保育活動で体力を高める必要があると感じたかという問い
を自由記述で回答させたところ、「子どもと（外で）遊ぶ時」という回答が最も多く、「物を運
ぶ」「おんぶ」「立ったり、座ったり」「しゃがむ」などの活動があげられた。

２）負担の少ない身体の使い方に関する知識のニーズ（ｎ＝62名）
　「保育活動の動作において、負担の少ない身体の使い方を知りたいと思うか」という質問に
対して、「知りたい」と回答した者は56名（94.9％）、「知りたいとは思わない」と回答した者
は３名（5.1％）であった。無回答が3名であった。どのような保育活動で負担の少ない身体の
使い方を知りたいと感じたかという問いを自由記述で回答させたところ、「子どもと遊ぶ時」
という回答が最も多く、「重い物を運ぶ」「重い物を持つ」「子どもに乗られた時」「おんぶ」「だっ
こ」などの回答があげられた。また、どのような動作を知りたいかという問いを自由記述で回
答させたところ、「床から子どもを持ち上げる」「床から物を持ち上げる」「腰に負担がなく物
を持つ」「腰に負担がなくかがむ」などがあげられた。

３）運動器傷害予防に関する知識のニーズ（ｎ＝62名）
　「保育活動によって起こりうる保育者のケガの予防を知りたいと思ったか」という質問に対
しては、「知りたい」と回答した者は56名（93.3％）、「知りたいとは思わない」と回答した者
は４名（6.7％）であった。無記名が４名であった。保育活動において、「どのような時に保育
者のケガ予防の必要性を感じたか」という問いを自由記述で回答させたところ、「痛みを感じ
た時」という回答が最も多く、「疲労を感じた時」「ケガをするかもしれないと思った時」など
の回答があげられた。また、どのような「ケガ予防を知りたいか」という問いという問いを自
由記述で回答させたところ、「腰痛予防」「肩こり予防」があげられた。

４）障害のケア・対処のニーズ（ｎ＝60名）
　「仕事をするうえで起こりうるケガや体の痛みの対処を知りたいと思うか」という質問に対
して、「知りたい」と回答した者は56名（93.3％）、「知りたいとは思わない」と回答した者は
４名（6.7％）であった。無記名が４名であった。どのような時に感じたかという問いを自由
記述で回答させたところ、「腰が痛い時」「足が痛い時」「疲れた時」などの答えがあった。具
体的に知りたいこととしては「マッサージ」「腰を疲れにくくする動作」「痛みの軽減方法」「子
どもの前でも出来るストレッチ」などがあげられた。



– 33 –

保育士・幼稚園教諭養成課程学生の実習における運動器障害

考察

　本研究では、保育活動における運動器障害発生と１日の実習時間との関連を検討した。運動
器障害「有り」の群は、子どもと関わる時間が有意に長かった。このことから、保育活動によ
る運動器障害の要因の一つに、子どもと関わる時間が影響すると考えられる。保育士における
上肢の運動器障害を調査したOnoらの研究では、保育者の運動器障害の発生は、１日の労働時
間が関係していると報告している６）。しかし、今回の結果では、１日の労働時間の合計と運動
器障害発生の有無に関係は見られなかった。一般的に職業に関連する運動器障害は、作業時間
だけでなく、作業内容が影響すると考えられている7）8）。保育者の作業の中で子どもと直接関
わらない仕事の多くは、書類作成や製作、会議などデスクワークであることを考えると、直接
子どもと関わる時間の仕事内容の方が、運動器障害の発生は多いと考えられる。保育者の運動
器障害を取り扱う場合、１日の労働時間だけでなく、子どもと直接かかわる時間、特にその時
間の作業内容を考慮する必要がある。
　本研究の運動器障害発生部位は、「腰部」が最も多かった。この結果は、先行研究の結果を
支持することとなった１）４）８）。保育活動において腰部の運動器障害は好発であり、最も予防
が必要であると考える。職業による腰痛において、腰部にかかる負荷の程度が関係すると考え
られている７）９）。また、腰痛の危険動作として、「体幹の屈曲・回旋を伴う作業」、「定期的に
姿勢を変える事が出来ない作業」、「重量物の挙上を伴う作業」があげあれている10）。今回の研
究で考えられる動作要因を選択肢で回答させたところ、それらは多い順に、「立つ・座るの繰
り返し」「中腰」「だっこ」であった。立つ・座る、中腰、だっこ、どれも体幹の屈曲を伴う動
作である。また、中腰は体幹屈曲位での姿勢保持、だっこは重量を伴う挙上動作である。保育
環境から考えると、設備面でも実習先クラスでの椅子や机は子どもの身長に合わせて使ってい
る事が多く、設備環境の面からも体幹の屈曲や屈曲角度の大きい姿勢での作業は頻出すると考
えられる。
　本研究で運動器障害を報告した者は82.3％に及んだ。厚生労働省の調べによると、病気やケ
ガ等で自覚症状がある者（有訴者）は人口千人当たり女子10歳〜19歳で199.3（約２割）、20歳
〜29歳で264.7（３割弱）である11）。本研究では同年齢層で８割以上が自覚症状を報告した事
から、保育活動における運動器障害をはじめとしたケガのリスクは極めて高いと言える。
　工藤ら４）、Gratzら12）の報告によると保育者の運動器障害発生率は78〜79.2％であり、本研
究での運動器障害発生率はそれよりもやや高い割合であった。先行研究の対象者はどちらも平
均年齢が30歳以上、勤続年数も10年以上と、今回の対象者より高かった。作業に関する運動器
障害を発生する年齢区分について、他の産業では30代が最も多いとされているが、保育者の運
動器障害は29歳以下で多いと報告されている１）。このことから、若い保育者の運動器障害好発
の可能性は高く、年齢の若い保育士に対しての予防策・教育は非常に重要である 。
　本研究で「保育活動における運動器障害の予防に関しての知識や予防方法を知りたいか」と
いう問いに対して９割以上が「知りたい」と回答した。このことから、保育活動による運動器
障害の予防に対するニーズは高いといえる。そこで今回最も発生が高かった「腰部」の運動器
障害の予防に関して、保育環境の改善、動作の改善という２点から予防策を考察した。
　オーストラリア、ヴィクトリア州の職業に関する運動障害の報告及び予防ための取り組み
「WorkSafe」では、保育者に多い運動器障害とその具体的な予防策のための施設設備設定が



– 34 –

名古屋女子大学紀要　第61号（家政・自然編）

紹介されている。例えば、腰部障害の予防として、書類などの作成や作業の際には保育室・教
室内でも大人用の机を設置し、その上で作業を行うよう推奨している。また、子どもと直接関
わる際にも保育者は大人用の椅子に座って話すなど、成人用の家具の使用を推奨している。保
育における動作に関しては、歩くことが出来ない子どものみ抱く、おむつ替えの際には歩くこ
とが出来る子どもに関しては、子供用のステップが付いたおむつ替えの台に安全に上らせて行
うなど、保育者が保育活動での運動器障害予防のための身体負荷軽減策が掲載されている８）。
この取り組みを参考に、保育活動で障害教育として、学生へ保育環境の設備の特徴を説明する
と同時に、予防に向けて保育者の仕事環境を整える重要性を教育することが大切であろう。
　保育活動によって新規に発生した運動器障害の考えられる原因を選択肢にて解答させたとこ
ろ、「不慣れな動作」「姿勢」という回答が多かった。腰痛予防のために姿勢指導や正しい動作
学習は、看護や介護の分野ではじまっている10）13）。腰痛予防のためには、腰部にかかる負荷を
軽減させることが重要である。例えば、重量物の挙上において、腰部のみを屈曲し膝関節を伸
展したままの動作よりも、股関節と膝関節を屈曲する動作の方が、腰部への負荷を軽減させる
と言われている。また、腰部障害の回避として挙上物を身体に近づけて腰部にかかるモーメン
トを軽減することが推奨されている７）。これらの動作取得に向けたトレーニングとして股関節、
膝関節屈曲を意識したスクワット動作練習が効果的であると考える。また、段階的に重量を増
加させながら拳上動作を練習することや、子どもの体重と同程度の質量物を用いた挙上練習な
どを行っていく必要があるだろう。このようなトレーニングを保育士・幼稚園教諭養成過程の
体育関連科目内で行っていきたいと考える。そのためのカリキュラムや指導方法を今後検討し
ていきたい。
　本研究では、保育士・幼稚園教諭養成課程での学生の実習における運動器障害を調査した。
その結果、保育活動における運動器障害の発生は、子どもと関わる時間に関係することが分かっ
た。また、発生部位としては腰部が最も多かった。しかし、本研究では運動器障害全体での動
作要因・考えられる原因を調査したため、各部位の詳しい運動器障害の発生要因を明らかにす
ることが出来なかった。今後は運動器障害の発生が最も多かった腰部に注目し研究を行う必要
がある。今後は、保育活動で腰部にかかる負荷を定量化し、負荷軽減のための方法を検討して
いきたい。

結論

　本研究では、保育者を目指す学生の実習における運動器障害を調査した。その結果、運動器
障害が有った学生は82.3％であった。「子どもと直接ふれあう時間」が運動器障害発生に影響
することが分かった。運動器障害の最も多かった部位は「腰部」で、動作要因は多い順に「立
つ・座るの繰り返し」「中腰」「だっこ」であった。
　保育活動における負担の少ない身体の使い方や障害予防のニーズを調査したところそのニー
ズは９割以上と高かった。運動器障害の発症は若い保育者に多いことからも、保育士・幼稚園
教諭養成過程での保育活動に起因する運動器障害の予防教育の重要性は高い。
　保育活動によって新規に発生した運動器障害の考えられる原因として「不慣れな動作」「姿勢」
という回答が多かった。保育活動で頻出する動作・姿勢の正しい動作学習が、保育活動におけ
る運動器障害の予防につながると考える。今後は、保育活動によって運動器障害の好発する腰
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部に注目し、保育特有の動作における腰部にかかる負荷を定量化し、負荷軽減策を検討してい
きたい。

Abstract

　Work-related musculoskeletal injuries occur in many occupations. In the present research, 
students in childhood education were asked to complete a self-administered questionnaire 
to identify 1） the most frequently injured body parts and 2） risk of work-related 
musculoskeletal injuries they experienced during their first practical training.
　82.3% experienced musculoskeletal injuries associated with childcare. The back was the 
most common site of the body injured followed by shoulder and knee. Repetition of shitting 
and standing, bending, and holding children increased the risk. Unfamiliarity of work-related 
movements, holding an awkward posture created new work-related injuries. Longer hours 
with children significantly increased the risk of work-related musculoskeletal injuries.
　More than 93% were interested in learning the skills for safe practice and injury 
prevention of workers in childcare. Education on injury prevention especially back injury 
prevention as well as further investigation of the body load in work related movements in 
this area are clearly needed to prevent work-related injuries in childcare.
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